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平成28年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業） 
 

バイオテロに使用される可能性のある病原体等の新規検出法の確立， 
及び細胞培養痘そうワクチンの有効性，安全性に関する研究 

 
 

所 属 国立感染症研究所ウイルス第一部 
研究代表者  西條政幸 

 

研究要旨：研究計画期間の最終年度である H28 年度には，1) 痘瘡ウイルスが用いられるバイオテロに備

えた細胞培養痘そうワクチン（LC16m8）に関する研究，2)バイオテロ関連病原体検出法の開発，3)バイオ

テロにおける臨床的対応に関する研究，4)バイオテロ関連事象発生時に備えた感染研と地方衛生研究所間

ネットワーク構築を目的とした研究を実施した． 
(1) 細胞培養痘そうワクチン（LC16m8）に関する研究 

日本で備蓄されている細胞培養痘そうワクチンLC16m8（LC16m8ワクチン）の安全性を確認する1方法
として，本来のLC16m8ワクチンのワクチニアウイルスに比較して病原性が高まっていると考えられる
Middle Size Plaque（MSP）形成ウイルスの各ロット（14ロット）中の含有率を測定した．LC16m8ワ
クチンの遺伝学的安定性をより迅速かつ正確に評価する方法として次世代シークエンサー（NGS）技術
を導入できるか否か，その有効性を評価した．その有用性が確認された．サル痘ウイルスを用いた感
染マウスモデルを作出した．LC16m8 ワクチンの暴露後ワクチンとしての効果を，マウス-エクトロメ
リアウイルス感染モデルにおいて，LC16m8株は暴露後投与で効果を示すことが示唆された． 
LC16m8ワクチン接種によって誘導される，ワクチニアウイルスの各抗原に対する抗体誘導を評価する
とともに，米国CDCと共同で痘瘡ウイルスに対する中和抗体誘導能もより詳細に評価した．痘瘡ワク
チンに対して中和抗体が誘導されることが初めて証明された．本研究班の研究成績は備蓄されている
LC16m8の安全性と有用性を示すものである． 
尚，化血研製造ロット（V03，V04及びV06）の長期保存安定性試験において，全ての規格試験結果は
「適合」であり，現在備蓄されているワクチンの長期安定性も示された．  

(2) バイオテロ関連病原体検出法の開発 
エボラウイルス遺伝子検出システムの有用性の評価，ベネズエラ馬脳炎ウイルス，東部馬脳炎ウイル
ス，西部馬脳炎ウイルス遺伝子増幅法，Paracoccidioides brasiliensis, Blastomyces dermatitidis, 
Penicillium marneffei等のDNAを高感度に検出するLAMP法の開発，黄色ブドウ球菌エンテロトキシ
ン・ボツリヌスA型毒素・ウェルシュ菌エンテロトキシン・腸炎ビブリオ毒素検出法構築のための抗
体の作製，病原体検出するための病理学的検査法（In situ hybridization AT-tailing法を用いたZika
ウイルスゲノム検出法）の開発，迅速樹脂包埋法，走査電子顕微鏡を利用した新規ウイルス粒子検出
法や血中のウイルス粒子の電子顕微鏡による迅速検出法の評価，等の研究により，バイオテロに使用
される可能性のある病原体検査法の基盤を強化した． 炭疽菌ゲノム情報をもちいたゲノム分子系統解
析ツール（GcoGSA-BA），デングウイルス遺伝型解析ツールと地理情報を統合した Dengue Genographic 
Viewer（DGV）を公開しWeb運用するとともに，メタゲノム解析法を用いた環境（公共交通機関の手す
り等）中の汚染実態の調査を行い，環境における病原体の存在状況に関するメタゲノムデータを明ら
かにした．  

(3) バイオテロにおける臨床的対応に関する研究 
今年度は，実際のバイオテロ遭遇現場で医療従事者が簡便に参照できる資料の必要性を考慮し，「バイ
オテロを疑う時シート」を作成するとともに，豊富に写真や図表を掲載するなど一覧性・視認性に優
れた対応シートを作成し，平成28年3月に全国の病院（約990施設）へ配布した． 

(4) バイオテロ関連事象発生時に備えた感染研と地方衛生研究所間等とのネットワークの構築 

特定病原体検査対応状況を把握するため，アンケート調査を実施した．地方衛生研究所全国協議会や

同感染症対策部会で当該研究の理解や協力を得た．課題の克服改善策を示した．一部の地衛研の参加

のもとで，健康危機を想定した検査対応に関する模擬訓練を実施した． 
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研究分担者 
田島茂・国立感染症研究所ウイルス第一部・主任研
究官 
下島昌幸・国立感染症研究所ウイルス第一部第一
室・室長 
吉河智城・国立感染症研究所ウイルス第一部・主任
研究官 
森川茂・国立感染症研究所獣医科学部・部長 
梅山隆・国立感染症研究所真菌部・主任研究官 
黒田誠・国立感染症研究所病原体ゲノム解析研究セ
ンター・センター長 
中島典子・国立感染症研究所感染病理部・室長 
永田典代・国立感染症研究所感染病理部・室長 
小林和夫・堺市衛生研究所・所長 
倉園久生・帯広畜産大学・畜産衛生学研究部門・食
品衛生学分野・教授 
鯉渕智彦・東京大学医科学研究所・附属病院感染免
疫内科・講師 
松本哲哉・東京医科大学微生物学講座・教授 
金谷泰宏・国立保健医療科学院健康危機管理研究
部・部長 
横手公幸・一般財団法人化学及血清療法研究所・国
際戦略室・室長 
 
A. 研究目的 

 本研究班においては，大きく 2 つの課題に対
処する．一つは，「バイオテロに使用される可能
性のある病原体等の新規検出法の確立」と「細
胞培養痘そうワクチンの有効性，安全性に関す
る研究」の推進である．  
 病原体の迅速検出・同定法の基盤整備は，バイ
オテロの脅威に対抗する上でとても重要である．
患者検体，時には環境検体から原因病原微生物の
迅速な検出と同定，かつ確認のために患者の血清
抗体検査や病原体等の迅速で，かつ，正確な分離
同定が必要となる．さらに病原体の由来を知るた
めの塩基配列の解析とデータベースの確立も重要
重要となる．特に初期には全く病原体の予想がつ
かない可能性がないが，網羅的検出法は特異性等
の検討がいまだ十分ではない． 
 また，バイオテロの早期検知には一次対応機関
で働く医師等のバイオテロに関する知識の普及と
臨床診断支援が必須である．本研究の目標は以下
の通りである． 
 さらに，ひとたびバイオテロ事象（疑い事例を
含むが発生した場合には，厚生労働省や政府機関，
国立感染症研究所，地方衛生研究所等が連携して
対応する必要がある．それには平時からこれらの
関係機関の連携のあり方を検討し，問題点を明ら

かにして，バイオテロ事象が発生した場合に備え
ておかなければならない．上記の目的のために，
以下の研究を実施した． 
 
1） すでに確立されている特定病原体等に対する，

遺伝子検出法，抗原抗体検出法，毒素迅速検
出法等の迅速診断法の整備と標準化 

2） 網羅的検出法として，網羅的ウイルス検出法，
網羅的細菌検出法，超高速ゲノム解読法の確
立 

3） 未知の病原体等検出法，病原体のデータベー
ス等の開発と確立 

4） 電子顕微鏡を用いた検出法，免疫組織化学的
検出法の確立 

5） 検体調整法とスクリーニング法の普及，検査
マニュアルの整備，地方衛生研究所や検査機
関での対応と検査ネットワークの整備 

6） バイオテロ対応ホームページを整備し，関係
機関への情報提供システムの確立（一般公開
を含む） 

7） LC16m8ワクチンの有効性，安全性，その科学
的基盤，製造における効率性，安定性，等の
性状解析 

8） 備蓄されているLC16m8ワクチンの各ロットに
おけるMSP含有率の測定 

9） LC16m8ワクチンの効率的製造法と備蓄のあり
方の検討 

 
B. 研究方法 
1. 細胞培養痘そうワクチンの有効性，安全性に関

する研究 
1) 日本で製造・備蓄されている痘そう LC16m8

ワクチンMSP測定法の開発と日本で製造・備
蓄されている痘そう LC16m8 ワクチン中の
MSP含有量の測定 
LC16m8ワクチン由来MSPとLC16m8ワクチン
ウイルスの性状の違いを明らかにし，その特
徴の違いを応用してMSP含有量を測定した． 

2) LC16m8 ワクチンのポックスウイルス感染暴
露後効果に関する研究 
オルソポックスウイルスに分類されるエク
トロメリアウイルス（ECTV）をマウスに攻撃
感染させ，その直後に LC16m8 ワクチン，ま
たはその親株の Lister 株ワクチンを接種し
てその効果を解析した． 

3) LC16m8 ワクチン中に含まれる MSP ウイルス
の定量的検出たのめのNGS法の導入の評価 
これまでのMSPの変異パターン解析で得られ
た主要なMSPを，MSPの遺伝子変異特異的配
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列を 3’末端とする primer を用いた 
real-time PCR を導入することで定量的に検
出可能な real-time PCR 法を開発した． 

4) サル痘ウイルス感染マウスモデルの開発 
抗 Ly6G 抗体をマウスに投与することにより
好中球枯渇させてから，サル痘ウイルス
Zr-599 株を 1 匹あたり 106 PFU ウイルス量
（100 µl）を頚背部に皮下接種経路で感染さ
せた．対照群には細胞培養液を接種した．そ
の後，4日に1回の間隔で合計3回の抗体投
与を行った．ウイルス接種 7 日目と 16 日目
に動物を安楽殺し，病理学的解析を行った． 

5) LC16m8ワクチン接種による効果・安全性等に
関する調査 
ヒトにおける長期免疫, マウスにおける強
毒株接種時の防御，第１世代ワクチンとの比
較，繰り返し接種の効果，長期の効果等の解
析を行った． 

6) ヒトにおける LC16m8 ワクチン接種によるサ
ル痘ウイルスに対する中和抗体の誘導に関
する研究 
痘そうワクチン LC16m8 を 1 回接種された成
人被接種者が獲得したサル痘ウイルスに対
する中和抗体について再調査した． 

 
2. バイオテロに使用される可能性のある病原体

等の新規検出法の確立に関する研究 
1) ベネズエラ馬脳炎ウイルス，東部馬脳炎ウイ

ルス，西部馬脳炎ウイルス遺伝子増幅法の開
発 
2010年以降に報告された論文を参考に，これ
らのウイルスゲノムを検出するリアルタイ
ム RT-PCR 用プライマーおよびプローブを作
製した．ウイルス粒子から精製したウイルス
ゲノムを陽性コントロールとしてゲノムの
増幅性および特異性を検討した． 

2) エボラウイルス等検出法の外部評価への参
加 
Robert Koch Institute ， Bernard Notch 
Institute，Philipps Universityが調製した，
陰性コントロール（ウイルスが含まれていな
いもの）も含む 11 種の不活化サンプルから
なる Ebola Proficiency Panel-II を，感染
研ウイルス第一部において整備されている
エボラウイルス，マールブルグウイルス遺伝
子検出法に供し，検査を実施した． 

3) 臨床検体からコクシジオイデス属などの高
病原性真菌DNAの検出法の開発 
Paracoccidioides brasiliensis, 

Blastomyces dermatitidis, Penicillium 
marneffei  DNA の LAMP法による高感度検出
系（LAMP法）の開発を試みた． 

4) 環境中のメタゲノム解析 
東京近郊を周回する大江戸線の各駅から手
すり等の環境サンプルを採取し，次世代シー
クエンサーを用いたメタゲノムDNA解析法に
て，特徴的な病原体や薬剤耐性菌の検出を試
みた． 

5) DNA ウイルス核酸の検出が可能な ISH-AT 法
の確立 
ホルマリン固定パラフィン包埋剖検組織標
本，感染細胞標本を使用した．（アデノウイ
ルス感染細胞は国立感染症研究所・花岡博士，
B型肝炎ウイルス（HBV）感染細胞は国立感染
症研究所・渡士博士から分与）ウイルスゲノ
ム情報をもとに検出用のオリゴプローブを
作成しISH-AT法で検出を試みた． 

6) 病原体の電子顕微鏡学的迅速検出法の確立 
電子顕微鏡によるウイルス診断法の精度向
上のため，教育訓練の一環としてロベルト・
コッホ研究所による外部評価に参加した． 

7) バイオテロに関連する可能性のある細菌性
毒素検出のためのシステム開発 
モルモット抗 TRH 血清，モルモット抗
BoNT/A_Hc 血清を，モルモットにそれぞれの
精製された抗原を免疫して作製した．また，
抗ウェルシュ菌毒素(CPE)抗体を，組換え発現

CPE抗原をウサギに免疫して作製した． 
 

3. 各医療機関のバイオテロ対策を支援するため
の方策に関する研究とバイオテロ対応ホーム
ページのアップデートとバイオテロ対策支援
方法の開発に関する研究 
 バイオテロ対応ホームページをアップデー
トするとともに，バイオテロ遭遇現場で医療従
事者が簡便に参照できる資料の必要性を考慮
し，「バイオテロを疑う時シート」を作成した． 

 
4. 地方衛生研究所（地衛研）におけるバイオテロ

対応の現状と課題に関する研究 
 地方衛生研究所（地衛研）におけるバイオテロ

対応の現状と課題について，「１．現行の国立感

染症研究所（感染研）病原体検出マニュアル」，

「２．新規検査マニュアルの整備の必要性」，「３．

地方衛生研究所全国協議会 6 地区支部の支部内

連携構築，支部内連携から広域・全国ネットワー

クの構築」，「４．地衛研と感染研の連携強化」，

「５．NBCテロ発生時の緊急連絡体制の構築や健
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康危機発生を想定した模擬訓練」の視点から，ア

ンケート調査により，課題を抽出し，課題の改善

などを検討した． 
 

C. 研究結果 
1. 細胞培養痘そうワクチンの有効性，安全性に関

する研究 

1) 日本で製造・備蓄されている痘そう LC16m8
ワクチンMSP測定法の開発と日本で製造・備
蓄されている痘そう LC16m8 ワクチン中の
MSP含有量の測定 
 備蓄されはじめた初期の乾燥細胞培養痘
そうワクチンロット V01〜V05 には比較的高
い割合でMSP形成ウイルスが含まれているが，
それ以降に製造され備蓄されているワクチ
ンの各ロットにはほとんど含まれていない
ことが確認された． 

2) LC16m8 ワクチンのポックスウイルス感染暴
露後効果に関する研究 
 クトロメリアウイルス暴露直後に LC16m8，
または Lister を接種すれば死亡率が減少す
る傾向が確認された． 

3) LC16m8 ワクチン中に含まれる MSP ウイルス
の定量的検出たのめのNGS法の導入の評価 
 主要な MSP と LC16m8 株を混合したスパイ
ク試験を実施した結果，MSP含有率0．01-1%
まで検出できた．ワクチン中のMSPのうちL1，
L4，L5の3種の頻度の高いMSPを検出した結
果，本PCRはバイオアッセイよりも遥かに簡
便に含有率を算出できた． 

4) サル痘ウイルス感染マウスモデルの開発 
 抗 Ly6G 抗体をマウスに投与することによ
り好中球枯渇させると，マウスにおいてサル
痘ウイルスが増殖し，かつ，病変形成が亢進
することが明らかとなった． 

5) LC16m8ワクチン接種による効果・安全性等に
関する調査 
 LC16m8株はマウスおよびヒトにおいて，第
１世代ワクチンと同様に，既知の中和抗体を
含む多様な抗体を誘導した．LC16m8株は安全
性・有効性を兼ね備えたワクチン株である． 

6) ヒトにおける LC16m8 ワクチン接種によるサ
ル痘ウイルスに対する中和抗体の誘導に関
する研究 
 痘そうワクチン LC16m8 のサル痘ウイルス
に対する中和抗体免疫誘導能が確認された．  
 

2. バイオテロに使用される可能性のある病原体
等の新規検出法の確立に関する研究 

1) ベネズエラ馬脳炎ウイルス，東部馬脳炎ウイ
ルス，西部馬脳炎ウイルス遺伝子増幅法の開
発 
 デザインされた各々のプライマー・プロー
ブセットを用いたリアルタイム RT-PCR 法に
より，それぞれのウイルス遺伝子の標的遺伝
子が特異的に増幅された．今回新たに作製さ
れたプライマー・プローブセットが適切に機
能することが確認された． 

2) エボラウイルス等検出法の外部評価への参
加 
 国立感染症研究所ウイルス第一部で準備
されているエボラウイルス検出法がかなり
高い感度と特異度を有していることが判明
した．市販キットは試薬が揃っており準備が
容易であるが，価格が高くバイオテロで多検
体を処理しなくてはならないような状況に
は不向きであり，詳細な塩基配列情報も得ら
れる現行の検査法の方がより適していると
考えられた． 

3) 臨床検体からコクシジオイデス属などの高
病原性真菌DNAの検出法の開発 
 P． brasiliensis およびP． marneffei につ

いては，既報の論文のプライマーセットの導入

により，期待通りの検出感度を確保でき，BSL3

真菌検出システムへの組込みに応用できるこ

とが示された．しかしながら，新たに設計した

B． dermatitidis の LAMP プライマーについて

は，検出感度が低く，実用レベルに達しなかっ

た． 
4) 環境中のメタゲノム解析 

 調査対象とした大江戸線においては，ヒト
配列が有意な採取箇所やレンサ球菌属配列
の多い駅等へ大まかに分類されることが分
かった．手すり等の表面は利用者が直接触れ
る可能性があり，基本的にヒト配列が際立っ
て多い場所であってもおかしくないと推測
される一方，ヒト常在菌のStreptococcusレ
ンサ球菌属の配列が多数を占める採取場所
もあった． 

5) DNA ウイルス核酸の検出が可能な ISH-AT 法
の確立 
 アデノウイルス（ADV）及び B 型肝炎ウイ
ルス（HBV）の検出の確立を試みた．ADVに関
しては型特異的な検出を目指している．HBV
に関しては，肝癌発生に深く関与していると
考えられているcccDNAの検出を目標に，様々
なプローブの作成，組織の処理法を検討中で
ある．細胞標本及び臨床検体の解析を行って
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おり，ADV に関しては双方でウイルスゲノム
の検出に成功した． 

6) 病原体の電子顕微鏡学的迅速検出法の確立 
 電子顕微鏡によるウイルスの同定は，その
粒子の大きさ，形状，エンベロープの有無と
形状，検体の由来とその臨床症状がポイント
となることが確認された． 

7) バイオテロに関連する可能性のある細菌性
毒素検出のためのシステム開発 
 得られた抗 TRH モルモット血清，抗
BoNT/A_Hc モルモット血清，ウサギ抗ウェル
シュ菌毒素(CPE)抗体は，抗原検出法（例えば

イムノクロマト法，ELISA 法，ウエスタンブロ

ット法等）に応用できることが示された． 
 

3. 各医療機関のバイオテロ対策を支援するため
の方策に関する研究とバイオテロ対応ホーム
ページのアップデートとバイオテロ対策支援
方法の開発に関する研究 

1) バイオテロ対応ホームページのアップデー
ト 
 インターネット上で最新の生物テロ情報
を得ることを目的とした『バイオテロ対応ホ
ームページ』は，これまでパスワードを知る
感染症専門医等のみが閲覧可能であったが，
今年度から一般公開を行った． 

2) 「バイオテロを疑う時シート」の作成 
 実際のバイオテロ遭遇現場で医療従事者
が簡便に参照できる資料の必要性を考慮し，
「バイオテロを疑う時シート」を作成した．
豊富に写真や図表を掲載するなど一覧性・視
認性に優れた対応シートを作成し，平成 28
年3月に全国の病院（約990施設）へ配布し
た． 
 

4. 地方衛生研究所（地衛研）におけるバイオテロ
対応の現状と課題に関する研究 

 多くの課題が抽出されたが，これら課題の改善

には地衛研，各地区支部内，地衛研全国協議会，

感染研および厚生労働省の理解や連携が重要で

ある．2016 年度に改善した事項として，改正感

染症法（特に，病原体サーベイランスなど感染症

に関する情報の収集体制が強化）の施行も関連し，

病原体検出マニュアルの整備，標準作業手順書の

作成，地衛研全国協議会感染症対策部会員の増員

などがあった．今後に残された主要課題として，

１）特定病原体等を原因とする1類感染症（クリ

ミア・コンゴ出血熱，痘瘡，南米出血熱，ラッサ

熱），2 類感染症（結核，中東呼吸器症候群，鳥

インフルエンザ H7N9）や4類感染症（17疾患）

に関する病原体検出マニュアルの整備，２）特定

病原体等の規定対象外であるが，アメリカ合衆国

CDCがバイオテロの候補物質（Category B）とし

て指定している毒素（細菌毒素：黄色ブドウ球菌

やウエルシュ菌エンテロトキシンや植物毒素：リ

シン）に関し，所管の明確化や検出マニュアルの

整備，３）テロ発生に際し，迅速で円滑な対応を

するため，緊急連絡・対応体制の構築やNBCテロ

を含む健康危機の発生を想定した対応模擬訓練

の実施が揚げられる． 

 

【倫理面への配慮】 

 本研究にて行われた動物実験は国立感染症研究

所動物実験委員会の審議を受け適切であると承認

されている． 

 

D. 考察 

 近年，新興感染症の流行が発見され，再興感
染症の大規模流行の発生等が起こっている．
2014−15 年には大規模なエボラウイルス病の流
行が西アフリカで流行した．また，中東で流は
中東呼吸器症候群（MERS）の流行が初めて確認
され，その流行は今でも続いている．致命率の
高い病原体はバイオテロ病原体として用いられ
るリスクがあることを理解する必要がある．迅
速で正確な診断システム開発が急務となる． 
 天然痘が撲滅されてからほぼ35年が経過した．
また，ポリオウイルス 2 型によるポリオ（いわ
ゆる小児麻痺）は根絶されたと考えられている．
これらの病原体の管理が一層徹底される必要が
あるが，これらの病原体が再び地球上の自然界
に出現することのないよう，新たな病原体管理
のための規則が徹底される必要が生じている．
感染症のあり方とバイオテロ対策のあり方が，
刻々と変化していることを示している． 
 本年度の研究を通じて LC16m8 ワクチンの性状，

有効性と安全性に関して新知見が加えられた． 

 日本で備蓄されている天然痘ワクチンLC16m8
の研究においては，痘瘡ウイルスに曝露された
後に，早期にLC16m8ワクチン接種することで天
然痘の症状を軽減化することが可能であること
が示唆される研究成績が得られた．また，ヒト
にLC16m8ワクチン接種することで，西アフリカ
等で流行しているヒトサル痘（サル痘ウイルス
によるヒトにおける感染症）の原因ウイルスで
あるサル痘ウイルスに中和抗体が誘導されるこ
とが再確認された．世界的にも安全性が高いと
評価されている本ワクチンが，ヒトサル痘に対
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して使用されることの正当性を示唆する成績も
示された． 
 バイオテロ関連病原体検査法，迅速検査法の
基盤が強化された．アメリカ大陸において流行
しているアルファウイルス群による脳炎が，日
本を含む非流行地で流行するリスクがあり，そ
れに迅速に対応できるようになった．また，バ
イオリスク関連真菌感染症への対応のための検
査法の開発，病理学的に病原体を正確に，かつ，
比較的迅速に検出するためのISH-AT tailing法
を，これまで RNA ウイルスに応用するものであ
ったものと，DNAウイルスにも応用できるように
した．電子顕微鏡で病原体を迅速に検出するた
めの訓練も Global Security Health Action 
Group-Laboratory Network 活動の協力を得て，
実施された．また，感染研において整備されて
いるエボラウイルス検出システムの外部評価も
本活動の協力のもとに実施された． 
 天然痘ワクチン（痘瘡ワクチン）を製造でき
る施設は世界に数える程しかなく，その1つ（化
血研，熊本）が日本に存在する．しかも，日本
で整備されているLC16m8細胞培養高度弱毒痘瘡
ワクチンは，その有効性と高い安全性の特徴を
有することから，国際的にも注目されている．
痘瘡ウイルスによるバイオテロ対策の重要性は
変わらず世界的に存在し，認識されているとこ
ろである．本研究班で行われているLC16m8に製
造法，安定性の評価，品質管理のあり方に関す
る研究，オルソポックスウイルス感染症の予防
効果に関する研究は，日本国内だけでなく，国
際的にも評価が高い．今年度も世界保健機関が
主催するAdvisory Committee for Variola Virus 
Research において，本研究班で実施されている
研究成果が発表された．この研究班の重要性を
示す事例と言える． 
 バイオテロ対策における医療機関の協力を得
られやすくするためのホームページを充実させ，
一般公開させた．さらに全国の医療機関にバイ
オテロ臨床マニュアルとして応用できる「バイ
オテロを歌額時シート」を配付した．また，バ
イオテロ事象が発生したり，その恐れのある時
の厚労省，感染研，地方衛生研究所の連携のあ
り方における問題点を洗い出したりして，今後
の対策の強化に必要な提言が可能となった． 
 

E. 結論 

 バイオテロに用いられる可能性のある病原
体・毒素の迅速診断システム開発（検出法の開
発を含む）を継続して行った．また，細胞培養

高度弱毒痘瘡ワクチンLC16m8の有効性，安全性，
品質管理検査法，等に関する研究を推進した．
バイオテロ事象が発生した場合の，医療機関，
地方衛生研究所との連携のあり方を明らかにす
るとともに，一部実践した． 
 

F. 健康危険情報 
なし 
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